
                     

                     

                     

                     

次
号
は
９
月
８
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

守
山
サ
ー
ク
ル
「小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

来
月
１５
日
開
催

参
加
者
を
募
集
中
�

                     

                     

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

「中
日
も
り
や
ま
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
周
年
記
念

第３弾

                     

                     

                     

                     

                     

                     

区ボランティア連絡協議会が小幡駅前で

地
域
住
民
ら
９０
人
が
安
全
運
転
呼
び
掛
け

森
孝
西
学
区
「交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

矢
田
川
建
設
が
地
域
貢
献
と
し
て
協
力

区
内
２
件
目
の
「市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」

                     

                     

　
▽
金
井
充
さ
ん
＝
鳥
羽
見

２
＝
の
投
稿
写
真
①

　
七
夕
の
日
の
買
い
物
の
レ

シ
ー
ト
で
す
。
偶
然
に
も
７

７
７
７
円
に
な
り
、
店
員
さ

ん
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
野
見
山
あ
さ
子
さ
ん
＝

川
宮
町
＝
の
投
稿
写
真
②

　
畑
で
採
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
。

枝
に
当
た
っ
て
曲
が
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
、
し
か
も
珍

し
く
花
ま
で
咲
い
て
…
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
海
田
雄
治
さ
ん
＝
新
守

山
＝
の
投
稿
写
真
③

　
庭
で
見
つ
け
た
コ
ガ
ネ
ム

シ
。
調
べ
て
み
た
ら
ヒ
ゲ
コ

ガ
ネ
と
分
か
り
、
で
も
立
派

な
ひ
げ
は
撮
れ
ず
残
念
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

選手の話に耳を傾ける参加者（昨年）

　
人
の
つ
な
が
り
な
ど
を
目

的
に
、
区
内
中
日
新
聞
販
売

店
で
つ
く
る
「
守
山
サ
ー
ク

ル
」
は
九
月
十
五
日
（土
）、

名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
選
手
と

触
れ
合
え
る
「
小
学
生
サ
ッ

カ
ー
教
室
」
を
パ
ロ
マ
瑞
穂

ス
タ
ジ
ア
ム
＝
瑞
穂
区
山
下

通
五
＝
で
開
催
。
参
加
者
を

現
在
募
っ
て
い
る
。

　
恒
例
「
グ
ラ
ン
パ
ス
フ
ェ

ス
タ
」
催
し
の
一
つ
で
、
中

日
新
聞
社
広
告
局
ス
ポ
ー
ツ

部
と
の
合
同
企
画
。
親
子
二

人
以
上
で
参
加
で
き
る
小
学

生
（
男
女
問
わ
ず
）
が
対

象
。
定
員
は
百
二
十
組
・
二

百
四
十
人
ま
で
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
っ

て
い
る
。

　
同
教
室
の
集
合
時
間
は
午

後
二
時
半
。
ピ
ッ
チ
内
へ
移

動
し
た
後
、
選
手
ら
が
加
わ

っ
て
一
時
間
ほ
ど
指
導
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
に
当
日
の

試
合
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
（
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
戦
、
ホ
ー

ム
自
由
席
）
や
グ
ラ
ン
パ
ス

グ
ッ
ズ
、
参
加
記
念
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

　
参
加
費
は
親
子
で
五
千

円
、
追
加
一
人
（
大
人
・
子

ど
も
と
も
）
二
千
五
百
円
。

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
（
「
中

日
も
り
や
ま
」
で
検
索
、
ま

た
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
）
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
受
け
付
け
。

　
八
月
三
十
一
日
（
金
）
午

後
七
時
締
め
切
り
。
当
選
者

に
は
中
日
新
聞
販
売
店
が
連

絡
し
、
参
加
証
（
参
加
費
と

引
き
換
え
）
を
届
け
る
。

問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞

瀬
古
専
売
店
・
芳
松
新
聞
店

＝
☎
（７
９
２
）
６
７
７
６

（
平
日
、
午

後
一
時
―
同

七

時
）

＝

へ
。

　
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
中

日
も
り
や
ま
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
一
周
年
を
迎
え
、
記
念
し
た

「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
第
三
弾
」
を
現

在
実
施
し
て
い
る
。

　
「
中
日
も
り
や
ま
」
に
は
、

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
同
会
が

催
す
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
各

学
区
の
情
報
な
ど
を
掲
載
。
ま

た
本
紙
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
お

な
じ
み
「
ベ
ス
ト
店
」
コ
ー
ナ

ー
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
弾
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

九
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
二

時
開
始
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
（
対

ヤ
ク
ル
ト
戦
）
パ
ノ
ラ
マ
Ａ
席

の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
が
十
組
に
当

た
る
と
い
う
も
の
。

　
応
募
は
、
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
「
中
日
も
り
や
ま
」
で
検

索
、
ま
た
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
で
受
け
付
け
て
い
る
。
九
月

一
日
（
土
）
締
め
切
り
、
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
チ
ケ
ッ

ト
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
者
発

表
に
代
え
る
と
の
こ
と
。

　
問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞
小

幡
専
売
店
・
坪
井
新
聞
店
＝
☎

（
７
９
１
）
２
５
６
５
（
平

日
、
午
前
十
時

―
午
後
六
時
）

＝
へ
。

ありがとう｜子どもも募金箱に足を止めていた

買
い
物
客
ら
が
呼
び
掛
け
に
応
え
て
協
力

強い日差しの中で交通安全を呼び掛ける参加者

優
勝
の
守
山
小
学
校

準
優
勝
の
苗
代
小
学
校

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
」
を
手
に
寺
尾
専
務

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
七
月
二
十
八
日
、
守
山

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２

競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
後
援

　
〈
一
次
予
選
〉
吉
根
中
２
―

０
森
孝
東
小
、
志
段
味
中
２
―

０
天
子
田
小
、
苗
代
小
２
―
０

志
段
味
西
小
、
大
森
小
２
―
１

守
山
中
、
下
志
段
味
小
２
―
０

白
沢
小
、
吉
根
小
２
―
０
鳥
羽

見
小
、
守
山
北
中
２
―
０
大
森

中
、
守
山
小
２
―
０
志
段
味
東

小
、
大
森
北
小
２
―
０
森
孝
西

小　
〈
二
次
予
選
〉
吉
根
中
２
―

０
西
城
小
、
志
段
味
中
２
―
１

守
山
西
中
、
苗
代
小
２
―
０
瀬

古
小
、
下
志
段
味
小
２
―
０
大

森
小
、
森
孝
中
２
―
０
吉
根

小
、
守
山
北
中
２
―
０
守
山
東

中
、
守
山
小
２
―
０
二
城
小
、

大
森
北
小
２
―
０
小
幡
小

　
〈
三
次
予
選
〉
吉
根
中
２
―

０
志
段
味
中
、
苗
代
小
２
―
１

下
志
段
味
小
、
森
孝
中
２
―
０

守
山
北
中
、
守
山
小
２
―
０
大

森
北
小

　
〈
準
決
勝
〉
苗
代
小
２
―
０

吉
根
中
、
守
山
小
２
―
０
森
孝

中　
〈
決
勝
〉
守
山
小
２
―
１
苗

代
小

　
守
山
区
内
の
十
七
団
体
で
つ

く
る
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
（
田
代
京
美
会
長
）
と
、

区
社
会
福
祉
協
議
会
（
区
共
同

募
金
委
員
会
）
は
一
日
か
ら
四

日
間
、
西
日
本
豪
雨
災
害
義
援

金
の
募
金
活
動
を
小
幡
駅
前
＝

小
幡
南
一
＝
で
行
っ
た
。

　
両
者
に
よ
る
募
金
活
動
は
一

九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

始
ま
り
、
五
回
目
。
三
日
の
活

動
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
家
族

を
含
む
十
五
人
が
参
加
し
、
猛

暑
の
中
、
買
い
物
客
や
駅
の
利

用
者
ら
に
「
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
「
買
い
物
の
お
釣
り
だ
け

ど
」
と
言
っ
て
足
を
止
め
る
女

性
の
ほ
か
、
照
れ
く
さ
そ
う
に

募
金
箱
へ
手
を
伸
ば
す
子
ど
も

の
姿
も
見
ら
れ
た
。
「
募
金
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
、
活
動

に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
皆

さ
ん
の
心
が
本
当
に
温
か
く
て

う
れ
し
い
」
と
田
代
会
長
。

　
計
四
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

職
員
ら
延
べ
六
十
五
人
の
活
動

に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
は
十
二
万
九

百
二
十
七
円
。
中

央
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
被
災
府
県

の
共
同
募
金
会
へ

送
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
引
き
続

き
、
募
金
箱
が
区

役
所
や
志
段
味
支

所
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、

区
社
会
福
祉
協
議

会
（
区
共
同
募
金

委
員
会
）
の
窓
口

で
も
受
け
付
け
る
。
義
援
金
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
同
協
議

会
＝
☎
（
７
５
８
）
２
０
１
１

＝
へ
。

　
森
孝
西
学
区
の
「
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
先
月
十
九

日
に
森
孝
新
田
交
差
点
＝
四
軒

家
一
＝
で
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た

地
域
住
民
ら
約
九
十
人
が
通
行

中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
喚
起
し
た
。

　
同
学
区
と
守
山
署
、
区
役
所

が
夏
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
て
催
し
た
も
の
。
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
同
学
区
連
絡
協
議
会

の
石
川
公
会
長
が
「
『
こ
の
暑

さ
の
中
、
な
ぜ
』
と
思
わ
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
通
安

全
意
識
や
マ
ナ
ー
を
高

め
て
も
ら
え
る
よ
う
ご

協
力
を
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
参
加
者
は
、

交
差
点
そ
れ
ぞ
れ
の
角

に
整
列
。
「
ス
ピ
ー
ド

お
と
せ
」
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
」
と
書
か
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
や
啓

発
の
ぼ
り
を
掲
げ
た
。

ま
た
、
中
央
分
離
帯
に

設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
「
思
い
や
り
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
、
行
き
交
う

車
に
訴
え
た
。

　
石
川
会
長
は
「
（
学
区
内
を

通
る
）
国
道
３
６
３
号
の
通
行

車
両
が
多
い
こ
と
は
現
実
。
年

間
を
通
じ
て
小
さ
な
運
動
を
重

ね
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
地
域
貢
献
と
し
て
協
力
し
た

い
―
。
大
森
五
の
矢
田
川
建
設

に
一
日
、
市
内
で
二
十
九
件
目

・
区
内
で
二
件
目
と
な
る
「
市

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」

（
以
下
、
表
示
証
）
が
守
山
消

防
署
か
ら
交
付
さ
れ
た
。

　
表
示
証
は
、
従
業
員
が
消
防

団
に
在
籍
し
て
い
る
な
ど
、
消

防
団
業
務
に
対
し
て
人
的
・
物

的
な
協
力
を
行
う
事
業
所
へ
市

が
交
付
す
る
も
の
。
同
社
は
こ

と
し
三
月
、
大
規
模
災
害
時
に

切
断
機
材
や
重
機
ほ
か
を
提
供

す
る
契
約
を
大
森
消
防
団
と
の

間
で
締
結
し
て
い
る
。

　
交
付
は
同
社
で
行
わ
れ
、
関

係
者
三
人
が
出
席
。
契
約
内
容

に
触
れ
る
や
り
取
り
の
後
、
片

山
哲
旨
署
長
が
「
守
山
区
の
消

防
団
の
た
め
に
引
き
続
き
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

寺
尾
正
専
務
へ
表
示
証
を
手
渡

し
た
。

　
協
力
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

「
前
社
長
の
父
親
が
大
森
消
防

団
副
団
長
を
長
年
務
め
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
周
り
の
方
々
は

顔
見
知
り
ば
か
り
な
の
で
」
と

寺
尾
専
務
。
ま
た
「
今
後
も
ぜ

ひ
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
話
し
て
い
た
。
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